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宝塚市パークマネジメント計画の目的について 
 

１．パークマネジメント計画の基本的な考え方 

(１) 策定の趣旨 

市内の公園・緑地は、整備してから長期間経過した公園等が多く、これまでは地元の公園アドプト

団体との協働などにより、維持管理に努めてきました。しかし、公園等を取り巻く社会環境が変化

し、公園等に対する市民ニーズも高度化・多様化してきており、単に維持管理するだけではなく、公

園を交流の場、にぎわいの場としてとらえ、より積極的に活用していく必要があります。また、人口

減少社会の到来、少子高齢化の進行などを踏まえ、本市においても子ども達や子育て世代、高齢者な

どが安心して利用できる公園等の再整備が求められています。 

こうしたことから、子育て世代などのニーズに即した公園等の再整備、幅広い民間活力の導入や民

間のアイデアによる公園等のにぎわいづくりや運営、また、市民協働による公園等の積極的な利活用

や維持管理などについて必要な体制づくりや仕組みの基本方針を策定し、その基本方針に基づき、市

内の公園区（小学校区を基本としたまちづくり協議会の範域）に公園区計画を策定することやシビッ

クゾーン民間活力導入などの重点プロジェクトを進めるための具体的な計画を策定します。また、本

計画の策定の中で、都市計画公園・緑地の見直しについても併せて検討、策定を行うものとします。  

 

(２) 計画の位置付け 

宝塚市総合計画や宝塚市みどりの基本計画などの上位計画を踏まえながら、関連計画と整合したも

のとします。 

 

  

上位計画 

●第 6次宝塚市総合計画（令和 3～令和 12年度） 

●たからづか都市計画マスタープラン（平成 24～令和 3年度） 

●宝塚市都市計画マスタープラン（令和 4～令和 13年度） 

宝塚市みどりの基本計画（令和 4～令和 13年度） 

＜みんなでつくる花とみどりの夢舞台＞ 

・市内全てのみどりに関する総合的な計画 

・山やかわ、農地などの「緑地の保全」、 

 街路樹やマンション等での「都市緑化」、 

 市や県による「公園整備・活用」 

など 

関連計画 

●第 3次環境基本計画 
●生物多様性たからづか戦略 

●宝塚市景観計画  等 

兵庫県の関連計画 
●ひょうご花緑創造プラン 

●都市計画区域マスタープラン 
●北摂里山博物館  等 

 宝塚市協働の指針、マニュアル 
 宝塚市次世代育成支援行動計画 
 エイジフレンドリーシティ宝塚行動指針 

 地域ごとのまちづくり計画 
 公共施設等総合管理計画〔改訂版〕 

宝塚市パークマネジメント計画 

・都市公園、都市計画公園等の市設置の施設緑地に絞った計画 

・整備、再編再配置、利活用と運営、ストックマネジメントのための施策 

・公園区計画等による具体的な市民意見の反映 

・より具体的なモデル事業の成案と実践 

整合 

整合 

整合 

踏まえる 
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「宝塚市みどりの基本計画」関連項目 

・基本理念、みどりの将来像 

・みどりの確保目標 

・基本方針 

(2)住みたくなるみどりの環境づくりを進める 

基本施策(2)-1 身近に楽しめるみどりの創出（身近な公園・緑地の再編・リニューアル） 

基本施策(2)-2 拠点となるみどりの創出（拠点となるみどりの創出、みどりのネットワーク

づくり 等） 

基本施策(2)-3 花とみどりの快適環境づくり（公的空間の緑化 等） 

(3)まちの魅力づくりにみどりを活用する 

基本施策(3)-1 多様なみどりのニーズへの対応（レクリエーションへの活用 ほか） 

(4)多様な主体の協働により、みどりを適切に管理する 

基本施策(4)-1 適切な管理の実施（街路樹等の管理） 

基本施策(4)-2 協働の仕組みづくり（組織の構築、育成 等） 

基本施策(4)-3 協働による取組の推進（市全域での取組、公園での取組 等） 

・重点施策 

(2)市民ニーズに応じた魅力ある公園の整備・運営・管理 

(4)みどりに関わる人を増やす取組 

など 

 

 

(３) 計画の対象とする公園・緑地 

・都市公園等（330 箇所） 

・子ども遊園３０箇所 

・民間等の協力が得られる緑やオープンスペース（公開空地、学校、その他民有地） 

 

 

２．現状と課題 

(１) 都市公園等の現状 

① 公園等の配置、規模、施設の状況 

② 市民意識、活動状況の把握 

（市民アンケート等による公園、街路樹等管理に関する意見・要望） 

 

(２) 都市公園等の課題 

① 量的、質的な充足状況の分析結果、及びアンケート調査結果から見る課題 

② 開発指導の課題 

 

(３) 現状のまとめと課題整理 

 


